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小
学
生
と
し
て
六
年

、
そ
し
て
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
母

校
の
教
師
と
し
て
十
三
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
は
、
誰

に
も
負
け
な
い
母
校
愛
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歴
代
の
先
輩
会
長
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
人
格
識
見
に

東
大
原
小
学
校
同
窓
会
は
四
月
十
九
日
の
総
会
で
評
議
員

を
選
出
し
、
そ
の
互
選
に
よ
り
会
長
と
し
て
宮
川
英
子
氏
（
13

回
生
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

の
教
え
子
が
い
ま
す
。
更
に
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
て
今
日
ま

で
暮
ら
し
て
き
た
の
で
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
多
く
の
ご
声
援

を
い
た
だ
い
て
、
有
難
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
か
ね
が
ね
同
窓
会
役
員
の
若
返
り
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

現
役
員
の
若
手(

と
言
っ
て
も
六
十
歳
か
ら
七
十
歳
代
で
す
が)

に
は
、
母
校
を
愛
す
る
有
能
な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
更
に

最
近
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
代
の
方
々
も
協
力
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
同
窓
会
の
未
来
は
、
明
る
く

若
々
し
い
活
動
団
体
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
目
的
第
一
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
で
す
。
旅
行
、
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
親
睦
会
な
ど
、
楽
し
い
こ
と
を
企
画
し
て
仲
良

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
、
一
緒
に
楽
し
も
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

目
的
第
二
は
、
母
校
の
発
展
を
図
る
こ
と
で
す
。
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
母
校
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
お
役

に
立
て
る
の
か
、
学
校
側
の
ご
意
向
を
充
分
に
く
み
上
げ
て
協

力
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
若
い
同
窓
生(

中
、
高
、
二
十
歳
未
満)

の
活
動
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

「
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
」
で
な
く
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う

よ
」
と
声
を
挙
げ
て
欲
し
い
と
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

加
藤
会
長
時
代
か
ら
永
い
こ
と
同
窓
会
を
支
え
て
来
て
い
た

だ
い
て
い
た
岩
下
氏
は
十
九
年
度
か
ら
二
年
間
会
長
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
母
校
創
立
八
十

周
年
記

念

事
業

に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
深
い
ご

造
詣
に
よ
り

「
故
き
を

訪
ね
て
」
を
執
筆

編

纂

さ
れ
、
母
校
の
ル
ー
ツ
を

広
く
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
あ
た
り
、

慰
留
さ
れ
る
方
々
も
い

る
中
で
、
後

進

に
道
を

譲
り
ご
勇
退
な
さ
れ
ま

し
た
。

お
い
て
、
足
元
に
も
及

び
せ
ん
。

で
も
お
引

き
受
け
い
た
し
ま

し

た
以
上

は
心
を
込
め

て
お
尽
く

し
い
た
し

ま
す
。

　

幸
い
に
も
同
窓
会

役
員
の
中
に
は
多
く

1



２１

年

定

例

総

会

の

報

告

訃

報

だ
き
ま
し
た

。
同
窓
会
員

一
同
は
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
讃
え
ま
す
と
共
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
１０
日
世
田
谷
教
会
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
告
別
式
に
は
同
窓
生
多
数
が

参
列
し
て
献
花
い
た
し
ま
し
た
。
我
が
同
窓
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
ご
功
績

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
２１
年
度
の
総
会
は
平
成
２１
年
４
月
１９
日
（
日
曜
日
）
午
後
３
時
よ
り
母

校
の
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
関
根
純
一
さ
ん
（
３５
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
、

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
岩
下
会
長
（
１２
回
生
）
の
挨
拶
、
飯
島
副
校
長
の
挨
拶
に
次
い
で
、

新
入
会
員
の
代
表
と
し
て
喜
田
村
廉
人
さ
ん
（
８２
回
生
）
と
芳
澤
恵
さ
ん

（
８２
回
生
）
の
元
気
な
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
議
事
の

詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回

の
総
会
で
は
新
た
な
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
選
出
さ
れ
た

宮
川
英
子

（
１３
回

生

）
新
会
長
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

前
会
長
岩
下
秀
男
さ
ん
の
退
任
の
挨
拶
、
新
海
美
紀
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
来

賓
挨
拶
が
あ
り
無
事
総
会
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
２７
回
生
の
株
式
会
社
市
場
経
済
研
究
所
主
幹
岡
本
匡
房
さ

ん
に
「
経
済

っ
て
な
に
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
経
済
の
仕
組
み
、
最
近
の
不
況

が
ど
う
し
て
起
き
た
の
か
を
と
て
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た

。
易
し
く
分
か
り
や
す
く
話
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と

の
見
本
の
よ
う
な
お
話
で
皆
引
き
込
ま
れ
て
聴
き
ま
し
た
。

　

終
了

後
、
懐
か
し
い
母
校

校
歌
の
斉
唱
、
記
念
撮
影
と
移
り
、
第
三
部
は

お
酒
も
入
り
、
参
加
同
窓
生
６２
名
に
よ
る
懐
か
し
く
も
楽
し
い
同
窓
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
宮
川

新
会
長

の
教
え
子
達
と
岡
本
講
師
の
同
期
生
が
沢
山
参
加

さ
れ
、
来
年
の
総
会
で
の
再
会
を
約
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

2

総

会

風

景

選 出 さ れ た 会 長 ・ 副 会 長

新 入 同 窓 生 代 表 の 挨 拶

 

元

同

窓
会

会

長

加
藤

清

光

様

(

８８

歳)

に
は
去

る
５
月

１
日
急
性
心
筋

梗
塞
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

 

４
月
１９
日
の
同
窓
会
総
会
に
は
お
元

気

な
笑

顔

で
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
驚
愕
い
た
し
ま
し
た
。

 
 

故
加
藤
清
光

様

は

、
昭

和
３５
年

（
一
九
六
〇
年
）
、
戦
争
か
ら
戦
後
の

混
乱
期
で
途
絶
え
て
い
た
同
窓
会
を
、

岸
田
義
明

、
畠
山

保
克

、
土
田
正
人

諸

氏

と
共

に
再
興
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
以
後
４０
有
余
年
を
、
岸
田
、
山

中

幸
雄
氏
ら
と
共
に
何
期
も
会
長
を

勤

め
ら

れ

、
本

会

の
育

成

に
ご
尽
力
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来 賓 の 方 々 新 海 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 挨 拶

集 合 写 真 ア ッ プ

集 合 写 真

3 4 期 生 の 方 々

懇 親 会 風 景

お 元 気 だ っ た 加 藤 前 々 会 長新入同窓生達　副校長先生、ＰＴＡ会長さんと共に(男子は撮影時不在)

2 6 期 生 の 方 々



4

平 成 2 1 年  定 例 総 会 議 事 内 容

平 成 2 0 年 度 監 査 報 告議 案 第 1 号 平 成 2 0 年 度 事 業 報 告

議 案 第 3 号 平 成 2 1 年 度 事 業 計 画

前期決算書類を慎重に監査した結果いずれも
　　　　　　　　　適正且つ妥当なものと認めます。

礒　正格　　監事　平成21年4月1日

以上の報告に異議はありませんでした。

会長 宮川英子（第13期生）

名誉会長 現任母校校長　久末節子

参与 岩下秀男（第12期生） 岸田義明（第2期生）

副会長 大村昭夫（第17期生） 杉田　浩（第29期生）

理事 大月文江   （第14期生）(会計） 野地勝彰   （第24期生）(会計）

臼井良雄  （第27期生） 渡辺　翠  （第27期生）

重山まこと（第29期生） 福士木綿子（第29期生）

宮田維久子（第32期生）小清水和子  (第32期生)(会計）

宮田維久子（第32期生）小清水和子  (第32期生) 

上原謙介  （第58期生）

飯島　博 　特別会員理事現任母校副校長 

評議員 岸田義明  （第2期生） 岩下秀男  （第12期生）

吉田　赳  （第12期生） 宮川英子  （第13期生）

大月文江  （第14期生） 礒　正格  （第15期生）

大村昭夫  （第17期生） 下條由之  （第17期生）

山縣武夫  （第18期生） 大塚弘章  （第23期生）

野地勝彰  （第24期生） 臼井良雄  （第27期生）

渡辺　翠  （第27期生） 大竹英一  （第27期生）

足立逡三  （第27期生） 冨安好恵  （第27期生）

岩田玉江  （第27期生） 杉田　浩  （第29期生）

重山まこと（第29期生） 福士木綿子（第29期生）

宮辺俊二  （第31期生） 岩本照雄  （第31期生）

神谷良男  （第33期生） 梶川照矩  （第33期生）

中村清子  （第33期生） 益井純子  （第33期生）

斎藤耕一  （第34期生） 漆畑光一  （第34期生）

神谷良男  （第33期生） 益井純子  （第33期生）

中村清子  （第33期生）梶川照矩  （第33期生）

関根純一  （第35期生）斎藤耕一  （第34期生）

大岡雅子  （第34期生） 関根純一  （第35期生）

渡辺明雄  （第48期生） 上原謙介  （第58期生）

礒　正格  （第15期生） 下條由之  （第17期生）監事

平成23年度は役員改選となります。

山縣武夫  （第18期生）

以上は賛成多数で可決されました。

1.

収入の部 支出の部

決算額予算額 決算額予算額

雑支出

雑収入(寄付)

記念誌販売

356,000

177,150

振替負担費用

利息

5,000 2,000

161 振替口座用紙代金

名簿売上

30,000 24,000

会報費

懇親会費 通信費

新会員入会金 10,000 写真：文具等活動費

会費収入 500,000 294,000 総会費

当年度合計 545,000 853,311 当年度合計

前期からの繰越金 79,632 79,632 次年度繰越金

総計 624,632 932,943

200

3,200

105,735

200,000

150,000

313,030

18,998活動費

82,846文具等消耗品費

100,000

35,000 34,383

485,000 558,392

139,632 374,551

624,632 932,943総計

収入の部 支出の部

決算額予算額 決算額予算額

雑収入(寄付)

記念誌販売

356,000

177,150

350,000

15,000

振替負担費用

利息

2,000

161

振替口座用紙代金

名簿売上

30,000 24,000

0

会報費

懇親会費

通信費

新会員入会金 10,000 写真：文具等活動費

会費収入 300,000 294,000 総会費

当年度合計 705,000 853,311 当年度合計

前年度繰越金 374,551 79,632 次年度繰越金

特別会計繰入金 930,400

200

3,200

105,735

250,000

110,000

20,000

313,030

18,998活動費

82,846文具等消耗品費 50,000

200,000

35,000 34,383

665,000 558,392

1,344,951 374,551

合計 2,009,951 932,943 2,009,951 932,943合計

重山　まこと
斎藤　耕一

同窓会の目的にある母校の発展に寄与するため何か出来ること

をしようと模索した。２０年度はまだ具体的成果はでていない。

また同窓生のコミュニケーションの活発化を狙って、会報とホー

ムページの充実に努めた。結果、活発な運営が出来た。会報へ

の寄稿やホームページの掲示板への書き込みは充実してきた。

同窓会の強化を図る為、計画した同窓生名簿の充実と電子

データ化はかなり進んだ。現在名簿掲載人数は3114名で卒業

生の26％である。19年度から今日まで会費や寄付をいただいた

方は302名、そのうち20年度会費を納めた会員は144名だった。

また20年度は会員相互の親睦をはかるための事業を行うため

に事業部会を作った。トライヤルとして3月1日2日と熱海への親睦

旅行を15名の参加を得て実施した。

以上の報告に異議はありませんでした。

会則第7条第4項に基づき、平成2０年5月の評議員会で、評議員

及び理事の構成を一部変更することを議決しました 。新たに加

わった評議員及び亡くなられた評議員は下記のとおりであります

。(　)内は卒業期数、任期は21年3月未

＊臼井 良雄(27)＊渡辺  翠(27)＊中村 清子(33)＊益井 純子

(33) 向原 政弘(33)♯斉藤 耕一(34)　ただし＊：理事、♯：監事

理事兼評議員田畑ルナ氏(11)は2０年5月死去

平成19、20年度の役員は、今年3月31日に任期満了となりました

ので、本総会において、新年度役員の選出を行いました。

会則第8条により、はじめに新年度の評議員を選出し、選出さ

れた評議員の互選により、新年度の会長・副会長，理事・監

事を選出しました。その結果平成21，22年度の役員には以下

の方が選出されました。（　）内は卒業期数 

懸案の母校の発展支援のテーマは、母校とのコミュニケーション
を行う場を作る。そこで同窓会へのニーズを探索する。
21年度は財政健全化のため、会報を会費・寄付をいただいた方
々及び未成人会員にのみ配布するよう方針を変えその分内容の
充実を図る。ただし会費未納入の方々へのコミュニケーションの
場としてホームページを一層充実させ、会報もPDF化したものを
ホームページで見れるようにする。
また21年度継続して名簿の精度向上、電子データ化を進める。
住所があって も古い住所で連絡がつかない同窓生のデータに
ついては、各クラス会の幹事の方々の協力をいただき整備する。
ただし個人情報の漏えいには注意する。そして会員の増強を図
る。以上は賛成多数で可決されました。

平 成 2 0 年 度 決 算 報 告

前年度役員の異動に関する報告

議 案 第 2 号

役 員 の 改 選議 案 第 5 号

報 告 事 項

平 成 2 1 年 度 予 算 案議 案 第 4 号



平
成
二
十
一
年
東
大
原
小
学
校　

同
窓
会　

記
念
公
演

講
師　

株
式
会
社
市
場
経
済
研
究
所　

主
幹

岡
本　

匡
房

（
２７
回
生
）

「
経
済
っ
て
な
に
？
」

経
済
と
は
＝
経
国
済
民
（
け
い
こ
く
さ
い
み
ん
）

ふ
た
つ
の
経
済

ど
ち
ら
が
よ
い

　

経
済
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
辞
書
に

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
・
国
を
治
め
人
民
を
救
う
こ
と

　
・
財

・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
・
分
配
・
消
費
の
行
為
、
並
び

　
　

に
そ
れ
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
人
と
人
と
の
人
間

　

関
係
の
総
体

　

こ
れ
で
は
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
金
に
関
係

す
る
す
べ
て
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
会

社
、
そ
れ
を
売
る
会
社
、
運
ぶ
会
社
、
買
う
人
（
消
費

者

）
が
み
ん
な
関
わ
っ
て
お
り

、
人
々
は
経
済
活
動

が
な
く
て
は
一
日
も
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
金
儲
け
に
は
あ
ま
り
、
役
立
ち
ま
せ
ん
。
も
し
、

　

人
々
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
２
つ

の
経
済
で
す
。
そ
れ
が
「
社
会
主
義
（
し
ゃ
か
い
し
ゅ
ぎ
）

経
済
」
と
「
資
本
主
義
（
し
ほ
ん
し
ゅ
ぎ
）
経
済
」
で
す
。

　

一
方
、
資
本
主
義
経
済
は
み
ん
な
が
儲
け
る
（
も
う

け
る
）
た
め
に
も
の
を
つ
く
り
売
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

も
う
け
の
分
だ
け
高
く
な
る
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、

も
う
け
る
た
め
に
一
生
懸
命
工
夫
し
て
、
安
く
て
よ
い

も
の
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
こ
の
結
果
、
社

会
主
義
経
済
よ
り
安
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
機

、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

（
け
い
た
い
で
ん
わ
）
な
ど
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
も
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
と
い
っ
て
、
資
本
主

義
の
や
り
方
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
結
果
、

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
い
ま
社
会
主
義
経
済
と
い
え

る
の
は
北
朝
鮮
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん
な
国
か
皆

さ
ん
は
よ
く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
資
本
主
義
経
済
も
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
問
題
な
の
は
生
産
、
消
費
の
増
減
が

激
し
い
た
め
、
行
き
過
ぎ
て
好
況
不
況
に
な
り
や
す
い

こ
と
で
す
。
い
ま
大
き
な
不
況
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
そ

の
よ
い
例
で
す
。
ま
た
、
貧
富
（
ひ
ん
ぷ
）
の
差
が
大
き

く
な
り
や
す
い
（＝
格
差
の
拡
大
）
こ
と
で
す
。
日
本
で

も
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
・
ソ
連
も
か
つ
て
は
貧
し
か
っ
た
も
の
の
、
貧
富

の
差
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市

場
経
済
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
経
済
は
大
発
展
し
た

の
で
す
が
、
今
は
貧
富
の
差
が
日
本
以
上
に
大
き
く

開
き
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
資
本
主
義
経

済
で
も
「
計
画
」
な
ど
社
会
主
義
的
な
考
え
方
を
取
り

入
れ
て
、
好
況
、
不
況
を
小
さ
く
し
た
り
、
失
業
保

険
（
し
つ
ぎ
ょ
う
ほ
け
ん
）
な
ど
社
会
保
障
（
し
ゃ
か
い

ほ
し
ょ
う
）
を
充
実
さ
せ
、
貧
し
い
人
を
救
お
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
は
社
会
主
義
経
済
の
方
が
人
を
豊
か
に
、
平
等

に
す
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
社
会
主
義
は
国
が
生

産
量
を
決
め
、
価
格
を
決
め
る
の
で
儲
け
る
必
要
が
な

い
か
ら
よ
い
も
の
を
沢
山
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
は
違
い
ま
し
た
。
社
会
主
義
経
済
は

み
な
独
裁
国
家
（
ど
く
さ
い
こ
っ
か
）
と
な
り
、
し
か
も
、

政
府
と
結
び
つ
い
た
一
部
の
特
権
階
級
（
と
っ
け
ん
か
い

き
ゅ
う
）
が
富
を
独
占
し
ま
し
た
。
上
の
人
が
す
べ
て
を

決
め
る
た
め
、
人
々
が
や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
の
結
果
、
と
て
も
貧
し
く
な
り
、
ソ
連
・
東
欧

の
社
会
主
義
国
は
崩
壊
（
ほ
う
か
い
）
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

１　

社
会
主
義
経
済
ー
計
画
（
け
い
か
く
）
経
済
＝
国

人
々
が
お
金
を
出
し
て
会
社
を
作
り
、
そ
の
会
社

が
品
物
（
＝
商
品
）
を
作
っ
て
、
輸
送
し
、
市
場
で
販

売
す
る
経
済
。
一
番
多
い
の
が
株
式
会
社
で
、
こ
れ

は
人
々
が
お
金
を
出
し
て
株
式
を
購
入
し
て
会
社

を
作
り
、
会
社
が
利
益
を
上
げ
た
ら
そ
れ
を
も
ら

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２　

資
本
主
義
経
済
ー
市
場
（
し
じ
ょ
う
）
経
済
＝　
　
　

　
　
　

が
工
場
や
デ
パ
ー
ト
、
輸
送
機
関
な
ど
を
所
有
し
、

　
　
　

自
ら
生
産
し
、
生
産
量
を
決
め
る
経
済
。

金
儲
け
に
役
立
つ

な
ら
世
界
中
の
人

が
お
金
持
ち
に
な
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。

振
り
込
み
詐
欺
な

ど
の
防
止
に
は
役

立
ち
ま
す
。

「
効
率
的
（
こ
う
り
つ

て
き
）
な
生
産
を
し

て
、
安
く
て
良
い
も

の
を
提
供
し
、
人
々

を
豊
か
に
す
る
方

法
を
探
る
学
問
」
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

5

ど
う
し
て
不
況
に
な
っ
た
の
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世
界
は
い
ま
大
不
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
況
と
は

「
消
費
が
生
産
よ
り
少
な
い
」
こ
と
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

そ
こ
で
、
い
ま
、
世
界
の
国
々
が
不
況
を
な
く
す

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
み
て
、
３
つ
の
方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
過
剰
消
費
（
か
じ
ょ
う
し
ょ
う
ひ
）

き
っ
か
け
は
米
国
の
消
費
が
落
ち
込
ん
で
き

た
こ
と
で
す
。
実
は
米
国
人
は
借
金
（
し
ゃ
っ

き
ん
＝
ロ
ー
ン
）
で
、
収
入
（
＝
所
得
）
以
上
に

消
費
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
株
式
や
住
宅
価

格
が
上
が
り

、
借

金
の
額
よ
り
資
産
の
方
が

大
き
く
増
え
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
住
宅

価
格
や
株
な
ど
が
下
が
っ
た
た
め
、
消

費
を

減
ら
し
始
め
た
の
で
す
。

な
ぜ
、
多
額
な
借
金
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

で
す
。　

ど
う
し
て
不
況
に
な
っ
た
の

不
況
を
な
く
す
た
め
の
対
策

1

証
券
化
商
品
の
増
加

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
な
ど
各
種
の
ロ
ー
ン
な

ど
を
組
み
込
ん
で
つ
く
っ
た
「
証
券
化
商
品
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
大
き
く
下
が
っ

て
、
不
況

を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
証
券
化
商

品
は
内
容
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
利

回
り
（
り
ま
わ
り
）
が
よ
い
の
で
、
こ
れ
を
世
界

各
国
、
特
に
米
国
や
欧
州
の
銀
行
、
証
券
会

社
が
大
量
に
購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
米

国
の
不
況
が
欧
州
に
飛
び
火
し
ま
し
た
。

3

日
本
や
ア
ジ
ア
に
も

米
国

の
消
費
者
が
買
い
控
え
た
結
果
、
日
本

や

ア
ジ
ア
諸

国

か
ら
米
国
へ
の
輸
出
が
減
り
、

日
本
も
不
況
に
な
り
ま
し
た
。

5 4

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
豪
州
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ

ア
、
中
東
も

こ
の
結
果

、
世

界
各
国
の
生

産
が
減
り
、
石

油
、
石
炭

、
鉄
鉱
石
、
銅
、
穀
物
（
こ
く
も
つ
）

な
ど
の
世
界
価
格
が
下
が
り
、
世
界
に
鉄
鉱

石
、
石

炭
を
売

っ
て
い
た
豪
州
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

石
油
を
売

っ
て
い
た
中
東
、
ロ
シ
ア
な
ど
も
不

況
に
な
り
、
世
界
中
が
不
況
に
な
り
ま
し
た
。

6

公
共
事
業
（
こ
う
き
ょ
う
じ
ぎ
ょ
う
）

公
共
事
業

は
鉄
や
セ
メ
ン
ト
な
ど
も
の
を
沢

山

使
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
業
を
国
が
拡

大
し
て
い
ま
す

。
こ
れ
は
「
生
産
よ
り
消
費
が

1

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
と
は
米
国
の
信
用
力
の
低
い

個
人
向
け
住
宅
融
資
（
じ
ゅ
う
た
く
ゆ
う
し
）
の
こ

と
で
す
。

こ
れ
は
「
利
息
（
り
そ
く
）
が
一
定
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
高
く
な
る
」
仕
組
み
の
ロ
ー
ン
で
、
低
所
得
者

で
も
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
ま
で
の
10
年
間
で
米
国
で
は
住
宅
価

格
が
9
割
ほ
ど
上
が
っ
て
い
た
の
で
、
借
金
し
て
購

入
し
て
も
住
宅
価
格
の
値
上
が
り
で
借
金
以
上
に

資
産
（
し
さ
ん
）
が
増
え
る
と
み
ん
な
が
思
っ
て
借

り
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
住
宅
価
格
が
上
が
ら
な

い
と
、
利
息
が
上
が
る
時
期
に
は
家
を
手
放
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
も
し
、
下
が
っ
た
ら
、

借
金
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

住
宅
価
格
が
上
が
る
と
、
住
宅
価
格
と
ロ
ー
ン
の

差
額
を
貸
す
と
い
う
仕
組
み
も
あ
り
、
こ
れ
が
消

費
に
廻
さ
れ
、
借
金
を
さ
ら
に
増
や
し
、
問
題
を

さ
ら
に
深
刻
に
さ
せ
ま
し
た
。

東
欧
の
金
融
危
機
（
き
ん
ゆ
う
き
き
）

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

も
広
が
り
ま
し
た

。
金
融
不
安
に
襲
わ
れ
た

西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
な
ど
金
融
機
関

が
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
貸
し
出
し
て
い
た
資
金
を

引
き
揚
げ
た
た
め
で
、
東
欧
諸
国
が
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
り
ま
し
た
。

2
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誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
来
年
こ
ろ
に
は
景
気

は
よ
く
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す

。
効
果
が
出
る

か
が
分

か
ら
な

い
理
由

は
世
界
の
金

融
機
関
の

損
失
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

従

っ
て
ど
の
程
度
、
政
府
が
お
金
を
出
せ
ば
消

費

の
不
足
を
お
ぎ
な
え
る
か
が
だ
れ
も
分
か
ら
な

い
の
で
す
。

　

そ
し
て
予
算
を
決
め
て
も
実
際
に
執
行
さ
れ
る

ま
で
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も
そ
れ
が
生
産
を
増

や
す
よ
う
に
な

る
に
は
さ

ら
に
時
間

が
か
か
る

か
ら
で
す

。

　

そ
し
て
一
番
大
き
な
問
題
は
、
な
に
よ
り
政
府

に
も
お
金

が
な
い
こ
と
で
す

。
政
府
の
予
算
は
国

民
か
ら
の
税

金

で
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
足
り
ず

、
ど
こ
も
国
債
（
＝
国
が
発
行
す
る

債
券
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国

の
借

金

な

の
で
む
や
み
に
増

や
す
と
若

い
人
に

借
金
を
残
す
こ
と
に
な
り
限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
学
は
人
々
を
豊
か
に
し
て
、
幸

せ

に
す
る

こ
と
を
目

指

し
て
い
る
の
で
す
が

、
ま
だ
ま
だ
不

完

全
で
す
。
そ
の
最
大

の
理
由

は
世
界

で
６５
億
人

と
も
い
わ
れ
る
人
々
が
何
を
買
い
、
何
を
買
わ
な

い
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と

、
個
人
的

に
正
し

い
行
動
を
し
て
も
結
果
的
に
間
違
っ
た
結
果
に
な

る（
＝
合
成
の
誤
謬
＝
ご
び
ゅ
う

）
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

経
済

学

は
一

面

で
は
人

間

の
心
理
を
読
む
心

理

学

の
よ
う
な
面
を

持

っ
て
い
ま
す

。
そ
こ
で
、

人
間
の
心
理
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
限
り
ま
だ

ま
だ
、
好
況
、
不
況
が
続
く
で
し
ょ
う
。

い
つ
効
果
が
出
る
の

終
わ
り
に

金
融
機
関
の
損
失
補
填

（
き
ん
ゆ
う
き
か
ん
の
そ
ん
し
つ
ほ
て
ん
）

金
融
機
関
の
損
失
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
損
失

を
政
府
が
お
金
を
出
し
て
穴
埋
め
し

、
お
金

が
ど
ん
ど
ん
貸
せ
る
よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。

い
ま
、
会
社
は
お
金
が
不
足
し
て
倒
産
（
と
う

さ
ん
）
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

金
融

機
関
も
お
金
が
な
く
貸
せ
な
い
か
ら
で

す

。
そ
こ
で
政
府
や
日
銀
（
＝
中
央
銀
行
）
が

お
金
を
貸

し
出
し
た
り

、
貸

し
や
す
い
よ
う

に
し
て
、
会
社
が
倒
産
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
倒
産
す
る
企

業
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
金
融
機
関
へ
の
政
府
か
ら
の
貸

出
は
増
え
る
一
方
で
、
世
界
全
体
で
は

約
一

〇
〇
兆
円
に
達

し
て
い
ま
す

。
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
＝
１
年
間
に
作
り
出
し

た
生
産
物
）
が
約
五
〇
〇
兆
円
な
の
で
、
そ
の

５
分
の
１
に
当
た
り
ま
す
。

少
な
い
（
＝
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
）
の
で
、

政
府
が
予
算
を
増
や

し
消
費
を
拡
大
す
る
」

と
い
う
方
法
で
す
。

2

減
税
（
げ
ん
ぜ
い
）

税
金
を
減
ら
し
て
個
人
の
実
際
の
収
入
が
増
え
る

よ
う
に
し
、
消
費
を
増
や
す
方
法
で
す
。
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同
窓
会
へ
の
連
絡
、
問
い
合
わ
せ
、

寄
稿
の
送
付
、
送
金
の
方
法
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

本
同
窓
会
は
政
治
・
宗
教
・
思
想
に
つ
い
て

中
立
を
守
り
ま
す

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

平 成 2 1 年 1 月 か ら 4 月 末 ま で に 会 費 ・ 寄 付 を 頂 い た 方 々 （ 1 7 7 名 ）

　

同
窓
会
の
事
務
所
の
所
在
地
は
、
会
則
で

は
「
東
大
原
小
学
校
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
状
で
は
、
学
校
内
で
事
務
を
行
う

こ
と
が
学
校
管
理
上
の
理
由
で
出
来
ま
せ
ん
。

会
員
各
位
に
は
こ
の
点
で
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
。

　

現
在
の
事
務
局
の
住
所
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
連
絡
は
郵
便
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
こ
ち
ら
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
東
大
原
小
学
校
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
誰
で
も
が
簡
単
に
書
き
こ
め
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
掲
示
板
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
な
ど
に
気
楽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
東
大
原
小
学
校
同
窓
会
」
で
検
索
も
可
能

で
す
。

郵
便
番
号
１
５
５-

０
０
３
１

世
田
谷
区
北
沢
２
丁
目
３５
の
９

小
清
水
ビ
ル
５
Ｆ　

東
大
原
小
学
校
同
窓
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

５
４
５
４-

５
３
５
６

　

本
年
度
か
ら
会
報
を
年
２
回
発
行
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
総
会
の
内
容
の
お
知
ら
せ
が
翌

年
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
時
機
を
失
す
る
と
の

事
と
、
少
し
で
も
会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
広
げ

た
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　

従
っ
て
一
号
は
総
会
の
報
告
を
主
体
と
し
た
記

事
と
な
り
ま
す
。

　

二
号
は
二
月
頃
発
行
の
予
定
で
、
次
期
総
会
の

案
内
と
会
員
か
ら
の
寄
稿
や
ご
意
見
な
ど

、
交

流
の
場
を
広
げ
る
こ
と
を
主
体
と
し
た
編
集
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

寄
稿
は
、
左
記
の
同
窓
会
方
針
に
触
れ
て
い
な

け
れ
ば
学
校
の
思
い
出
は
も
と
よ
り
、
仕
事
の
こ

と
若
い
人
へ
の
提
言
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

字
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
編
集
の
都
合
上

１
２
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
）
以

下
を
目
安
に
し
て
頂
け
れ
ば
助
か
り
ま
す
。
ま
た

写
真
な
ど
画
像
が
入
っ
て
い
る
と
読
み
や
す
く
な

り
ま
す
。

同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
の
報
告
で
も
結
構
で
す
。
締

切
は
本
年
12
月
末
で
す

。
上
記
同
窓
会
連
絡
先

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

02
04
06
07
10
10
11
12
12
12
12
12
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13

岸田 義明
永易 憲三
加藤 清光
篠山 旭昶
佐藤　信子
三宅 喜代子
石井 はる
岩下 秀男
吉田 赳
小松 二郎
美濃部 昭雄
平田 健蔵
遠藤 郁夫
岡 正雄
白石 正子
加賀田 光雄
岸 　亨
高見沢 裕
澤原 昌
高岡 生水夫
小糸 義男
吉田 太一
大井 収
村松 樹郎
三宅 雅彦
宮川 英子

13
13
13
13
13
14
14
15
15
15
15
15
15
15
15
15
16
17
17
17
17
17
17
17
17
17

藤平 賀寿子
武田 千恵子
今永 淑子
辻 澄子
土肥 京子
依田 孝次郎
平野 愛子
佐山 　實
今井 兼介
齊藤 健史
大矢 正雄
宇木 俊夫
山本 和平
礒 正格
高見澤 稔
小林 　茂
篠山 利生
飛田 實
大村 昭夫
下條 由之
曽我 優
岩谷 一彦
山本 倫久
岡崎 正直
八木 江里
鶴巻 久子

17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
20
20
20
21
21
21
21
21
22
22
23
24

權田 揚子
笹間 薫
酒匂 芳郎
三岡 達司
土屋 貴幹
小平 健男
江里口 弘子
熱田 信子
大島 千津子
保科 宏義
山縣 武夫
小田原 和子
伊藤 達雄
乾 　兌子
田島 照郎
鎌野 京子
山中 利夫
伊庭 保
四竈 公子
志賀 芙規子
小山 加代子
高橋 みどり
小林 晟高
豊田 宏
秋間 道夫
野地 勝彰

24
25
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26
26

泰 　菊枝
渡辺 公子
平山　達
新居 孝夫
小見山 博充
竹内 延男
剣持 雅清
風間 久夫
堀川 市蔵
杉本 正夫
鹿島田 茂夫
武田 敬三
益津 マツエ
斎藤 初美
谷田 公子
森定 洋子
岡崎 孝子
石川 喜代
小泉 見予子
小泉 真寿子
岸 　久美
平形 千恵子
松本 晶子
赤津 信男
上神谷 俊秋
高木 光子

26
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
29
29

神田 友直
大矢 八郎
楠山 哲四郎
高橋 　修
臼井 良雄
佐々木 洋子
沼本 俊雄
豊田 融
大竹 英一
岡本 匡房
大場 偉久雄
若王子和子
渡辺 翠
町田 恭子
星 　明子
植田 和子
麻田 治代
足立 逡三
吉村 善智
赤尾 英城
飯田　充
冨安 好恵
大島 睦治
寺嶋 美智子
杉田 泰之
福士 木棉子

29
29
29
29
29
29
30
30
30
30
31
31
31
31
32
32
32
32
33
33
33
33
33
33
33
34

河村 郁子
江川 勇夫
重山 まこと
田矢 美代
大竹 賢治
松岡 一子
松本　安弘
浜野 巌
依田 寿子
大村 芙美雄
末吉 真佐子
重松 忠男
野村 　斉
田中 清子
中川 雅治
志賀 幸雄
小清水 和子
宮田 維久子
川島 澄江
蔭山 誠一
梶川 照矩
中村 清子
神谷 良男
益井 純子
尾形 千鶴
今泉 伸夫

34
34
34
35
35
35
35
35
35
36
36
36
41
48
49
58
64
79
80
80
81

漆畑 光一
斎藤 耕一
大岡 雅子
関根 純一
伊藤 彰二
添田 恵美子
市川 愛子
須貝 道子
田村 英子
丹羽 絹江
吉川 喜久子
山崎 雅子
神谷 千鶴子
永渕 和夫
金子 賢三
上原 謙介
中川 勲平
小原 大輝
土田 竜平
永淵 遙
石田 伸之
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